
　最新アイウェア・眼鏡関連製品など
が世界中から一堂に集まるアジア最大
級の国際商談展「第30回国際メガネ
展IOFT2018」が、10月11日～13日、
東京ビッグサイトで開催され、30周年
記念の特別講演をはじめ、メガネ大賞
30周年記念特別賞、各出展社による
30周年記念モデルの発表など、節目を
盛り上げる企画とともに、大勢のバイ
ヤーで3日間ともに賑わい成功裏のう
ちに閉幕した。主催は、リードエグジビ
ションジャパン㈱と一般社団法人福井
県眼鏡協会。
　初日の11日のオープニングには、
リード社の石積忠夫社長が都合により
欠席したため、永年IOFTに携わってき
た岡部憲士統括事務局長が、石積社
長の挨拶文「記念すべき第30回IOFT
にご来場頂き誠に有難うございます。
本展をゼロから立ち上げた者として嬉
しく、また感慨深い思いでいっぱいで
す。IOFTは1988年に現在の半分程度
の極めて小さい規模でスタート。当時
はどこの業界でも展示会は年に1回の

お 祭 り
に 過 ぎ
ず、商売
に役 立
つ雰 囲

気は全くありませんでし
た。そんな中、私は世界中
から出展社と来場者を集
め商談が活発に行われる
ような本物の展示会を作
りたいと思い、IOFTの開

催を決めました。当時はあまりに常識に
反していたため、最初のうちは大変苦
労しましたが、その後30年間にわたり、
眼鏡業界の皆様と一緒に様々な困難
を乗り越えてきました。そして現在では
世界21カ国より370社が出展するアジ
ア最大級の国際展に成長しました。そ
してなにより嬉しいのは、70億円の商
談が会場で行われるようになったこと
です。IOFTがこのように発展したのも、
本日お集まりの皆様のお陰と本当に感
謝申し上げる次第です。実は私どもは、
先週は大阪でものづくりの展示会を、
今週はIOFTの他に幕張で花・農業・食
品の展示会を、さらに来週は横浜で宝
石の展示会と、年間173本の展示会を
開催しています。ただし、私にとって
IOFTほど思い入れの強い展示会はあ
りません。というのは、IOFTが我が社に
とって第1本目の展示会だったからで
す。いわばIOFTが我が社の土台を築
いてくれたと思っており、眼鏡業界のす
べての方々に深く恩義を感じている次
第です。わたくし共は、今後さらに10

年 、2 0 年 と
IOFTの中身を
ますます充実さ
せることにより、
皆様の商売と
眼鏡業界の発

展にお役立ちしたいと強く
願っています。今後も皆様か
らの絶大なるご支援をいただ
きますよう、心からお願い申し
上げます。30年間にわたるご
協力に改めて感謝申し上げ
ます。本当に有難うございま
した」と代読。当日夜のパー
ティには石積社長が改めて
挨拶すると言葉を添えた。
　続いて、福井県眼鏡協会の竹内良造
会長は「福井産地はIOFTの第1回から
多数の企業が出展し、30年間積極的
に参加してきました。そのIOFTがこの
様にアジアでも有数の国際的な展示会
に成長したことは大変喜ばしいことで
す。今回のIOFTには、福井県より昨年
を上回る80社の企業が出展し、メイド
インジャパンの商品をIOFTに来場する
バイヤーの皆様にしっかりと紹介し、実
のあるビジネスに結び付けたいと多くの
出展社が昨年以上に力を入れていま
す。是非とも各社の熱い意気込みを見
ていただき、昨年以上に積極的な仕入
れをしていただきますよう、心から期待
しております」と述べ、挨拶に代えた。
　その後のテープカットは、30周年を
祝う大テープカットに相応しい、国内外
の大手眼鏡店の社長など総勢48名が
参列。主催者をはじめ、全日本眼鏡工
業連合会、日本眼鏡卸組合連合会、日
本眼鏡販売店連合会の業界を代表す
る団体と、北は北海道、ムラタメガネの
プリンスから、千葉の勉強堂、東京の東
京メガネ、神奈川のメガネスーパー、静
岡の安心堂、愛知の川スミ、大阪のグラ
スファクトリー、鹿児島の光学堂、そして
南は沖縄の東江メガネの国内大手メガ
ネチェーン・有力店の総勢22社、そして
海外からは、フランス眼鏡協会、大韓眼
鏡士協会、韓国眼光学産業振興院、北

京メガネ協会、浙江省眼鏡行業協会、
台湾メガネ輸入商発展協会の各国を
代表する団体をはじめ、韓国、中国、台
湾、香港、シンガポール、マレーシアから
の有力店と卸商などの総勢15社が揃
い、記念すべき30周年の開幕となった。
　会場は昨年と変わり、東京ビッグサ
イト一番奥に新設されたホール7と8。
東京ビッグサイト内で一番遠い場所に
あることが懸念もされたが、ホール7と8
を隔てる通路は、他のホール間と比べ
幅が狭く、すっきりとまとまり会場全体
がより一体となれて盛り上がった。

　なお、30周年記念パーティでは、「日
本メガネベストドレッサー賞」の授賞式
が行われたほか、30年連続で出展して
いる10社の表彰式も行われた。表彰さ
れたのは、㈱カンダオプティカル、㈱サ
ンニシムラ、㈱タクボ精機製作所、名古
屋眼鏡㈱、㈱ニデック、㈱ハセガワ・ビ
コー、㈱パール、福井めがね工業㈱、増
永眼鏡㈱、山本光学㈱。

　来年は、10月
22日（月）～24
日（水）の日程で
開催される。

30周年記念企画などで盛り上げ
次への期待を膨らませたIOFT
～30年連続出展10社をパーティで表彰～
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早
い
も
の
で
、今
年
も
あ
と
２
カ
月
と
な
っ
た
。米
朝
間
の
緊
張
が
続
く
中
、

あ
わ
た
だ
し
く
月
日
が
流
れ
て
い
っ
た
が
、残
る
も
の
は
、あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う

だ
。で
も
、最
近
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
の
様
々
な
動
き
を
見
る
と
、よ
う
や
く
、な

が
い
低
迷
の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
抜
け
だ
し
、低
迷
を
脱
し
か
け
て
い
る
よ
う
だ
。　

業
界
が
活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
に
は
、今
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
が
、流

れ
と
し
て
は
良
い
流
れ
だ
。Ｊ
Ｊ
Ｆ
を
見
て
も
、出
展
内
容
に
新
し
い
、時
代
の
息

吹
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。つ
ま
り
、今
ま
で
と
異
な
っ
た
も
の
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。つ
ま
り
、従
来
の
宝
石
、貴
金
属
の
範
疇
に
入
ら
な

い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
増
え
て
き
た
こ
と
だ
。　

　

街
中
で
、流
行
っ
て
い
る
の
は
、グ
ル
メ
で
も
、「
俺
の
フ
レ
ン
チ
」な
ど
の
立
ち

食
い
の
店
が
大
人
気
な
の
だ
。　

　

流
行
っ
て
い
る
理
由
は
、値
段
の
安
さ
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。従
来
か
ら

あ
っ
た
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
打
破「
気
軽
さ
」「
軽
さ
」「
カ
ジ
ュ
ア
ル
」の
イ
メ
ー

ジ
が
受
け
て
い
る
の
だ
。

　

服
装
で
も
、パ
リ
・フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
没
落
し
て
し
ま
い
、今
や
フ
ァ
ス
ト
・フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
時
代
だ
。世
界
中
が
以
前
と
は
、全
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
も
変
ら
ざ
る
を
得
な
い
。「
重
厚
で
威
厳
あ

る
イ
メ
ー
ジ
」か
ら「
カ
ジ
ュ
ア
ル・
軽
さ
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
イ
メ
ー
ジ
の
時
代
」に
変

わ
っ
て
い
る
の
だ
。

　
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
て
い
る
も
の
は
、価
格
の
安
さ
も
あ
る
が
、そ
れ
以
上
に
時

代
感
覚
に
合
っ
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
さ
で
あ
っ
た
り
、話
題
性
の
あ
る
楽
し
さ
だ
。こ
れ

ら
の
基
本
要
素
を
外
し
た
も
の
は
、ユ
ー
ザ
ー
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、do

itself

の
要
素
も
必
要
な
時
代
の
よ
う
だ
。自
ら
着
飾
る
物
を
創

る
と
い
う
行
為
に
価
値
を
求
め
る
時
代
に
な
っ
て
来
た
よ
う
だ
。と
い
う
の
は
、

付
け
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
自
分
で
作
っ
て
み
た
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
。

　

ジ
ュ
エ
リ
ー
教
室
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
製
作
の
教
室
に
人
気
が
出
て
き
た
。

　
ユ
ー
ザ
ー
が
考
え
る
に
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ら
使
用
す
る
材
料
は
安
い
し
、作

る
の
も
比
較
的
簡
単
で
自
分
で
も
気
軽
に
作
れ
る
と
い
う
の
だ
。

　

人
気
の
あ
る
ハ
ワ
イ
ア
ン・
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
自
分
で
作
り
た
い
と
い
う
女
性
も

増
え
て
い
る
。店
自
体
の
個
性
が
必
要
な
時
代
だ
。

　

手
軽
さ
や
カ
ジ
ュ
ア
ル
性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
ジ
ュ
エ
リ
ー

が
広
が
る
中
で
、再
度
ジ
ュ
エ
リ
ー
に
対
す
る
関
心
や
興
味
が
拡
大
す
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

　

先
月
行
わ
れ
た
、香
港
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア
で
小
粒
の
廉
価
の
シ
ン
セ
テ
ィ
ッ

ク（
合
成
）・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。安
価
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
ジ
ュ

エ
リ
ー
を
製
作
す
る
に
は
、有
用
な
素
材
だ
。ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
ッ
ト
さ
れ
た
ホ

ワ
イ
ト
・サ
フ
ァ
イ
ア
も
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
代
わ
り
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、製
品

と
し
て
は
、綺
麗
に
仕
上
が
る
が
コ
ス
ト
と
し
て
は
高
い
。

　
フ
ァ
ス
ト
・フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
代
だ
が
、同
じ
よ
う
な
流
れ
を
ジ
ュ
エ
リ
ー
業

界
に
作
る
努
力
を
こ
れ
か
ら
す
べ
き
だ
。

　

そ
の
根
幹
に
な
る
の
は
、安
さ
だ
け
で
な
く
、時
代
の
感
性
に
沿
っ
た
カ
ジ
ュ

ア
ル
感
と
気
安
さ
、楽
し
さ
、オ
リ
ジ
ナ
ル
さ
で
あ
る
。

　

従
来
か
ら
の
宝
石
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
掃
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。と
同
時

に
、従
来
の
宝
石
・
貴
金
属
と
の
棲
み
分
け
を
創
る
こ
と
が
、ま
ず
は
必
要
だ
。

　

そ
れ
が
可
能
な
兆
し
が
出
て
き
て
い
る
。少
な
く
と
も
、従
来
の
宝
石
・
貴
金

属
市
場
が
７
千
億
円
前
後
と
、新
た
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
市
場
が
、

当
面
３
千
億
円
、合
計
１
兆
円
市
場
が
見
込
め
る
の
が
新
し
い
ジ
ュ
エ
リ
ー
市

場
で
あ
ろ
う
。
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